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色素失調症の1例
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色素失調症の１例
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g/d/，Ｈt49.7％，Plat33,9×104/ｍｍ３，ＣＲＰ（一)。

ALP，ＬＤＨ，ＴＢｉｌ，CPK，γ-GTPの軽度上昇を認め

る。IgA５以下、g/d/，ＩｇＧ810ｍｇ/d/，ＩｇＭ７．４ｍｇ／

d/，IgE401U/dJo②小膿庖のスメア(ギムザ染色）；

好酸球がほとんどを占めた｡③細菌およびウイルス学

的検査；体脂，咽頭粘液，膿庖内容，血液，尿，便ヅ

髄液の細菌培養はすべて陰性｡咽頭ＲＳウイルス,咽頭

粘液クラミジア抗原，便ロタウイルス，便アデノウイ

ルスについても感染を示唆する所見は認めない｡また，

ASLO，トキソプラズマ，マイコプラズマ，梅毒，ＨＢ

ウイルス，クラミジア。トラコマティス，単純性庖疹

ウイルスについての免疫学的検査でも感染を示唆する

所見は得られなかった。④胸腹部Ｘ線,心電図，心エ

コー，腹部エコー，頭部ＣＴ；異常なし。⑤神経学的

検索；異常なし。⑥眼科的検査；右眼底(耳側上方）

に新生血管(1993年１２月７日)がみられ，後に無血管

症例生後２日目，女児

初診1993年11月２４日

主訴ほぼ全身の紅斑，小水痕，膿庖

家族歴家族内に同症を認めない。

既往歴出生時体重27389,正常分娩，第１子，

Apgarscore8点（皮層－２点）

現病歴生下時から顔面，掌蹄を除くほぼ全身に紅

斑,小水庖,膿庖を認め生後２日目当科を紹介された。

現症顔面，掌疏を除くほぼ全身に粟粒大の淡紅

色丘疹，小水庖，膿庖，および一部で鱗屑および痴皮

を混じる淡紅色の紅斑を認める（図1)。頭頂部にも同

様の皮疹を認める。両鼠径部に小指頭大までのリンパ

節を触知する。

臨床検査所見①一般血液検査；白血球21300／

ｍｍ３（Stab3％，Ｓe９６０％，Ｌｙｍｐ２２％，Ｅｏｓｌ３％，

Mono2％,Ｂａso0％),赤血球454×104/ｍｍ３,Ｈｇ15.8
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